


市民と事業者の環境の取組み

「水」～水の循環と雨水利用～

　「食」をテーマに“ 地産地消 ”と“ 食品ロス ”をコンセプトに展示と講座を開催しました。

　展示では、まだ食べられるのに捨てられてしまう食品ロスや、賞味期限・消費期限がせまって

いるために値引きシールが貼られた食品を買って食べるフードレスキュー等に関する様々なパネ

ルに加え、参加型展示として“ CO
2
ダイエットかご ”によるカレーを作る買い物ゲームも用意しま

した。多くの子どもたちがこのゲームを通して、地元で生産されたものを食べる地産地消は輸送

によるエネルギー消費が少ないので、温暖化の原因となるCO
2
の発生が少なくなることを体感して

学ぶことができました。子ども達にも遊びを通して学習していただく機会のひとつとなりました。

　また４月14日に開催された講座では、グリーンコンシューマグループかわさきを講師に迎え、

買い物から調理・後片付けの一連の作業や体験を通して「食」を考える「カレーで温暖化防止！」

を開催。参加者の約４割は男性、乳

幼児も含め幅広い年齢層となりま

した。もちろん、カレーの試食も

大満足、楽しく、美味しくエコ

ショッピングクッキングを学習し

ながら好評のうちに終了しました。

　市内の環境をテーマとした市民団体15団体の１か月間のパネル展示は、他ではなかなか見るこ

とが出来ない川崎の活動の層の深さを感じるものでした。川崎市の環境の賞や認定事業の紹介の

ほか、臨海部企業や高津区内企業の取組も紹介しました。

　６月28日に開催された第４回「エコ・クロスマッチング」は、市民団体のポスターセッション

から始まり、熱心にお互いの活動を聞き入る姿が印象的で、緊張感と一体感が生まれました。次

に会場を変えて、川崎市の環境に係る各賞を受賞された事業者４社の取組の紹介とクロストーク。

クロストークの内容は、参加者も聞きたい内容が盛り込まれ、とても興味深いものでした。

　改めて、川崎は環境に取り組む事業者、市民団体が多いことを実感しました。参加した方から

も、「川崎でこんなにいろいろな活動がされていることを知って、素晴らしいと思いました。もっ

と広めたいですね」との感

想をいただきました。

　５月は「水」をテーマに「水の循環」（水はどこからきてどこへ行くの

か？）や「雨水利用」、近年度々発生する洪水などに対する川崎市の対策

等をわかりやすく展示しました。また、床には大きなすごろくを設置し、

多くの子どもたちが大きなサイコロで楽しく遊ぶ姿がみられました。 

　５月28日には、昔ながらの遊び、すごろくで「水の循環」を学ぶ、「あ

まつぶぐるぐるすごろく大会」を開催。

　最初にクイズで地球温暖化について学び、その後、保護者と子ども16人

で和やかながらも真剣にすごろく大会が行われました。上位の参加者には、賞状と賞品が贈られ

ました。いまどきの子ども達にはあまり馴染みのないすごろくですが、とても楽しくかったとの

感想が多く寄せられました。

　６月５日に「エコハウスに暮らす」

のテーマで、講座を開催しました。

　「エコハウスに暮らす」は、高断

熱・高気密の建築物に太陽光発電、

太陽熱温水器などの設備を完備した住宅に暮らした１年間の体

験について、室温データとエネルギーデータの実測値を示して

講演が行われました。

　図１は、今年２月の１週間の温度データです。外気温が０℃

の朝、前日17時～21時まで暖房していた居間では19℃、まった

く暖房をしていない北部屋では18℃でした。

　図２は、年間エネルギー収支です。電気・ガスの使用量を熱

量に換算して、使用した熱量と太陽光発電施設（4.1kW）で売

電した熱量を比較しました。消費したエネルギーと創エネに

よって作り出されたエネルギーがほぼ等しい「ゼロエネルギー

ハウス」が実現しました。

　エコハウスは、心地よい温熱空間ができたことで「快適な暮

らし」となり、エネルギー消費がネットでゼロ、光熱費は大幅

な収益となりました。
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